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今
月
は
佐
田
町
で
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
7.5
ア
ー
ル
を
栽
培

す
る
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
の
三
浦
芳
明
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
は
、
現
在
佐

田
町
の
２
軒
が
栽
培
。
島
根
県
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
の
推

奨（
５
割
以
上
減
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

│
い
つ
か
ら
メ
ロ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

以
前
は
採
種
や
シ
イ
タ
ケ
栽
培
な
ど
時
代
の
流
れ
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
メ
ロ
ン
の
栽
培
は

平
成
元
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
以
前
は
佐
田
町
で
も
メ
ロ

ン
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
メ
ロ
ン
農
家
が
30
軒
以
上
あ
り
ま

し
た
。

　

ハ
ウ
ス
を
自
分
で
建
て
て
面
積
を
増
や
し
、
一
番
多
い

時
は
７
棟
で
４
，７
０
０
個
の
メ
ロ
ン
を
育
て
て
い
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
品
種
を
試
験
的
に
栽
培
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
体
調
を
崩
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

ハ
ウ
ス
を
２
棟
に
減
ら
し
、
１
，７
０
０
個
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

│
メ
ロ
ン
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
頃
か
ら
ハ
ウ
ス
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
な
ど
準
備

を
し
、
４
〜
５
月
に
定
植
を
行
い
ま
す
。
収
穫
は
７
月
下

旬
か
ら
お
盆
前
ま
で
。
短
期
間
勝
負
で
、
３
〜
４
ヶ
月
の

間
に
作
業
が
集
中
し
ま
す
。

　

ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
は
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
で
栽
培

し
、
主
に
有
機
肥
料
を
使
い
ま
す
。
う
ち
で
は
カ
ヤ
や
笹

な
ど
の
刈
り
草
で
作
っ
た
堆
肥
を
使
っ
て
お
り
、
30
年
以

上
土
壌
消
毒
な
し
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
連
作
障
害
や
病

気
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

│
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は

な
ん
で
す
か
？

　

ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
は
ア
ー
ル
ス
系
の
「
ベ
ネ
チ
ア
」
と

い
う
品
種
で
す
。
栽
培
が
難
し
い
品
種
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
が
、
食
味
が
良
く
、
大
変
評
判
が
良
い
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
「
美
味
し
い
」
と
褒
め
て
も
ら
え
る
の
で
栽
培
を
続

け
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
は
、
食
感
、
香
り
が
良
い
、
と
て
も

美
味
し
い
メ
ロ
ン
で
す
。
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

「
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
」

7月は

ＪＡしまね出雲メロン部会
三浦　芳明さん
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写
真
一
番
手
前
が
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

三
浦
芳
明
さ
ん
。
前
か
ら
３
人
目
が
奥
さ
ん
の
三
浦
美
代
子
さ

ん
で
、
一
緒
に
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

後
尾
が
同
じ
く
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
津
重

富
さ
ん
。
前
か
ら
２
人
目
は
重
富
さ
ん
の
息
子
さ
ん
の
奥
さ
ん

の
野
津
民
子
さ
ん
で
、
今
年
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す



メ
ロ
ン
の
栄
養

　

メ
ロ
ン
の
主
な
成
分
は
シ
ョ
糖
、
ブ
ド
ウ
糖
、
果
糖
な
ど
の

糖
類
で
す
。
こ
れ
ら
は
体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
す
ぐ
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
で
疲
労
・
体
力
回
復
に
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
メ
ロ
ン
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
体
内
に
蓄

積
さ
れ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
外
に
出
す
働
き
が
あ
り
、
高
血
圧

の
予
防
、
む
く
み
や
だ
る
さ
の
解
消
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
で
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る

作
用
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
γ
ー
ア
ミ
ノ
酪

酸
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
バ
テ
に
も
良
い
と
い
わ
れ
る
メ
ロ
ン
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い

季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
果
物
で
す
。

出
雲
の
メ
ロ
ン

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
で
は
、
25
人
の
生
産
者
が
メ

ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
春
夏
作
で
約
1.5 

ha
。
主
に
栽
培
さ

れ
て
い
る
の
は
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
と
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
で
す
。
今

年
産
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
６
月
17
日
に
出
荷
が
始
ま
り
、
６
月

末
〜
７
月
上
旬
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
し
た
。
ア
ー
ル

ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
は
７
月

中
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま

で
で
、
こ
れ
か
ら
が
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
今
が
一
番
の

食
べ
ご
ろ
の
メ
ロ
ン
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
ま

せ
！

　

尚
、
今
回
ご
紹
介
し
た

ス
サ
ノ
オ
メ
ロ
ン
も
ア
ー

ル
ス
系
で
、
今
後
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。

①メロンの種を除き一口サイズにカットし、種を
茶こしでこし果汁を取る。
②グラスに①をぎっしり入れ、メロンと同じ高さ
まで、冷えたサイダーを静かに注ぐ。
③最後にアイスを乗せたら完成！

〈作り方〉

メロンタルトメロンクリームソーダ

おいしいレシピのメロン

〈材料〉［２人分］
●メロン（種付き）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1／4個
●サイダー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コップ2杯分
●バニラアイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お好み

〈材料〉［1ホール分］
●メロン・・・・・・・・1／2個
●ビスケット・・・・・・150ｇ
●溶かしバター・・・・80ｇ
●牛乳・・・・・・・・・大さじ1

●卵黄・・・・・・・・・・・・・3個
●薄力粉・・・・・・・・・・30ｇ
●牛乳・・・・・・・・・・・400㏄
●砂糖・・・・・・・・・・・・35ｇ
●バニラエッセンス（あれば）
　・・・・・・・・・・・・・1～2滴

〈作り方〉
①ビスケットを袋に入れ、めん棒で粉 に々砕く。
②溶かしたバターと牛乳を入れ、良くなじませる。
③型にラップを敷き、コップなどで生地をしっかり押さ
えて形を整えてから冷凍庫でしっかりと冷やしておく。
④小鍋に卵黄、薄力粉、砂糖を入れて良く混ぜ、牛
乳を加えて弱火にかけ、とろりとするまで混ぜる。
⑤バニラエッセンスを入れて混ぜ、しっかり冷やす。
⑥タルトにカスタードクリームを敷き、切ったメロン
を上に飾ったら完成！
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アムスメロンの出荷
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
は
６
月
24
日
、
ラ

ピ
タ
で
第
４
回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
、
Ｊ
Ａ

関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
令
和
元
年
度
の

活
動
計
画
を
承
認
。
役
員
改
選
で
は
片
伊
勢
妙
子
会
長
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
平
成
５
年
に
結
成
し
、
会
員
は
現
在
約
１
２
０
０

人
。
小
規
模
単
位
で
体
操
教
室
な
ど
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
開
く
ほ
か
、
独
居
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
、
安
否
確
認
や
、

草
取
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
は
長
年
に
わ
た
る
実
績
が
評
価
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
今
年
度
は
同
Ｊ
Ａ
出
雲
女
性
部
、
同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本

部
役
職
員
と
の
共
催
で
、
高
齢
者
福
祉
施
設
「
Ｊ
Ａ
い
ず
も

福
祉
会
み
ど
り
の
郷
」
各
施
設
へ
の
古
着
Ｔ
シ
ャ
ツ
寄
贈
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
片
伊
勢
会
長
が
「
年
齢
を
重
ね
て
も
、
各
地
区
、

助
け
合
い
の
心
を
持
っ
て
、
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
活
動
紹
介
で
は
同
会
塩
冶
支
部

が
女
性
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
報
告
し
、
研
修
会

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
「
え
く
ぼ
」
が
活
動
発

表
に
併
せ
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」品
評
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会

第
４
回
総
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
荒
木
支
店
で
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
の
品
評
会
を
開
き
ま
し

た
。
一
次
選
考
を
通
過
し
た
33
点
を
県
・
市
の
職
員
や
部
会

員
ら
12
人
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
６
点
、
特

別
賞
１
点
を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
河
南
地

区
の
本
田
秀
明
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平

準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長
は
「
今
年

は
天
候
が
良
く
全
体
的
に
糖
度
が
高
い
。
受
賞
し
た
デ
ラ

ウ
ェ
ア
も
栽
培
管
理
が
行
き
届
い
た
す
ば
ら
し
い
出
来
だ
っ

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
15
日
、

16
日
に
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
開
か
れ
た
島
根
ぶ
ど
う
祭
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞　

大
社
地
区　

吾
郷
均
さ
ん

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞　

高
松
地
区　

石
橋
茂

さ
ん　

▼
島
根
県
農
業
共
済
組
合
長
賞　

大
社
地
区　

森
山

謙
二
さ
ん　

▼
（
株
）
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞　

大
社
地

区　

木
村
明
徳
さ
ん

▼
島
根
県
果
樹
研
究

同
志
会
長
賞　

長
浜

地
区　

今
岡
和
宏
さ

ん　

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
長

賞　

大
社
地
区　

小

銀
克
紀
さ
ん　

▼
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど

う
部
会
長
賞
（
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ　

Ｕ
Ｐ
賞
）　

大
社
地
区　

池
田
豊

さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会

第
20
回
定
期
総
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
６
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
第
20
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

部
会
員
、
行
政
関
係
者
、
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約

60
人
が
出
席
し
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど
５
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。
「
神
々
の
国　

出
雲
し
い
た
け
」
（
平
成
27

年
商
標
登
録
）
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
「
美
味
（
お
い
）
し

ま
ね
認
証
」
（
平
成
30
年
３
月
取
得
）
に
よ
る
安
全
・
安
心

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
販
売
金
額
４
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
３
８
９
・
４
ト
ン
（
前
年
比
1.0
％
増
）
を

出
荷
し
、
販
売
金
額
は
３
億
７
６
２
２
万
円
（
前
年
比
0.1
％

増
）
と
、
前
年
を
わ
ず
か
に
上
回
り
過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。
暖
冬
の
影
響
で
冬
場
の
需
要
期
に
単
価
が
伸
び
悩
ん
だ

も
の
の
、
高
単
価
の
パ
ッ
ク
品
の
増
量
や
、
市
場
と
の
連
携

で
価
格
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
11
棟
を
建
設
し
、
新
規
生
産
者
４
人
を
含
む
８
経
営

体
が
入
植
す
る

予
定
で
す
。
若

手
生
産
者
は
増

加
傾
向
で
、
総

会
で
は
部
会
青

年
部
（
金
築
祥

史
部
長
）
の
設

立
を
宣
言
。
宣

伝
や
若
手
の
育

成
強
化
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

役
員
改
選
も
行

わ
れ
、
三
島
茂

部
会
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

活動報告で実演する同会塩冶支部会員と女性部員

あいさつをする片伊勢会長

着色、粒張りなどを確認する審査員ら

新役員体制が決まった

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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中部ブロック「こどもクラブ」
田んぼの生き物調査を実施

　ＪＡしまね出雲地区本部中部ブロックは６月９日、食
農教育教室「こどもクラブ」で田んぼの生き物調査を行
いました。親子合わせて四絡会場約７０人、塩冶会場約
９０人が参加しました。
　ＪＡ中部営農センターの職員が田んぼに生息する生き
物の生態や役割について説明した後、田んぼに入り生き
物調査を開始。児童たちは稲を踏まないよう、慎重に足
を運びながら生き物を探し、カエルやおたまじゃくし、
魚、ヤゴ、タニシなどたくさんの生き物を見つけました。
捕獲した生き物はケースに入れて観察した後、元の田ん
ぼに戻してあげました。
　また、この日は各家庭で６月～８月に取り組む「土嚢
袋で枝豆作り」の説明も行い、各自資材を持ち帰りまし
た。次回は夏
休み企画と
して、塩冶会
場ではとうも
ろこし収穫
体験、四絡
会場では親
子でおやつ
作りを予定し
ています。

ブドウ狩りイベント実施
「いずも食材の日」で特産ＰＲ
　ＪＡしまね出雲地区本部は６月９日、大社町の池田晴
久さんの園地でブドウ狩りイベントを開きました。ラピタ
で２,０００円以上お買い上げのお客様が応募でき、当選
された１６組３２人を１時間の食べ放題に無料招待しま
した。
　同地区本部では月１回「いずも食材の日」で、生産者
や販売者、消費者一体となって管内の特産品をＰＲして
います。６月は出荷最盛期の「デラウェア」を取り上げ、
小学生以下の児童同伴でのブドウ狩り体験を企画しまし
た。
　参加者は「ブドウハウスに初めて入り嬉しかった」「採
りたてのブドウはおいしい」などと感想を話しました。

アンパンマンたちと交通ルールを学ぶ
ＪＡしまね出雲地区本部

島根ぶどう祭開催
出荷最盛期に合わせ

　ＪＡしまね出雲地区本部金融共済部は６月２２日、
ビッグハート出雲で「ＪＡ共済アンパンマン交通安全
キャラバン」を開催しました。子どもたちに楽しく交通
ルールを身に付けてもらうイベントで、午前の部と午後
の部と合わせて親子連れ約６００人が来場しました。
　子どもたちが大きな声で呼ぶとアンパンマンたちが登
場。会場は大歓声に包まれました。信号機の色に合わせ
て進んだり止まったりするゲームなども行われ、子ども
たちは大きな声で答えたり、体を動かしたりしながら楽
しく交通安全について学びました。

　ＪＡしまねは６月１５日、１６日の両日、（株）島根ワイ
ナリーを会場に「島根ぶどう祭２０１９」を開きました。
県を代表する特産「デラウェア」が出荷最盛期を迎える
時期に毎年開く恒例のイベント。ＪＡしまね出雲ぶどう
部会の品評会で入賞したデラウェアの展示や、（株）Ｊ
Ａアグリ島根による「島根ぶどう」の試食販売、ワイナ
リー利用者を対象とした抽選会などを行いました。
　１５日の「ぶどう狩り食べ放題６０分」には１日で約
１００人が参加し、１６日には石見神楽やよさこい踊りな
ど各種ステージイベントを実施。ブドウを栽培する若手
女性農業者らで組織する「いずもぶどう女子」は、「ぶ
どう○×クイズ」で地元産ブドウをＰＲしました。

田んぼに入り生き物を探す児童アンパンマンたちと交通ルールを学んだ

ブドウ狩りを楽しむ児童ぶどう女子らによる○×クイズ

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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高齢者福祉施設へ
デラウェアを贈る
ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部
　ＪＡしまね出雲青年連盟大社支部は６月２８日、大社
町の高齢者福祉施設の利用者へデラウェアを贈りまし
た。
　同支部の部員が手分けをして５施設を訪問し、合計で
２キロ箱１７箱を贈呈。複合型高齢者福祉施設サンライ
トを訪問した日野友喜支部長は「地元のブドウを食べて
元気に過ごしてもらいたいと毎年贈らせてもらっていま
す。今年は梅雨入りが遅かったため、裂果も少なく順調
です」と話し、利用者の皆さんにデラウェアを手渡しま
した。

強盗対応訓練実施
防犯への意識高める
　ＪＡしまね出雲地区本部は、６月５日に四絡支店、６
月１２日に荒茅支店で強盗対応訓練を行いました。この
訓練は、万が一の際にも対応ができるよう、出雲警察署
と連携し定期的に行っているものです。
　荒茅支店での訓練は、強盗に扮する警察官が拳銃やナ
イフで職員を脅し、現金を奪って逃走する想定。大声で
脅され続ける中、職員はそれぞれの役割に従い冷静に対
応しました。訓練後、同警察署員はうまく対応できてい
た点や注意するポイントなどを話し、普段から防犯につ
いて意識することの大切さを伝えました。
　同支店の山根康太支店長は、「職員皆落ち着いた対応
ができていた。こういった訓練を通して改めて役割等を
再確認し、
安心してご
来店いただ
ける店舗を
維持してい
きたい」と
話しました。

園児が「西浜いも」の
苗植えを体験
　出雲市内の６保育園・１幼稚園が、湖陵町の大山オー
ナー農園で管内特産のさつまいも「西浜いも」の苗植え
を体験しました。農園管理人の鎌田勉さんが、園児に食
と農の大切さを学ぶ場を提供しようと毎年実施している
ものです。今年はべにはるかの苗４,０００本が用意さ
れ、５月末から６月上旬にかけて行われました。
　６月４日は、ねむの木保育園の４・５歳児２６人が参
加。鎌田さんから植え方の説明を受けた後、マルチを
張った畝に１本１本丁寧に苗を植えつけました。秋には
３歳児も加わって芋掘りを行い、料理をして食べる予定
です。
　鎌田さんは「毎年自分でも楽しみながらやっていま
す。歴史ある西浜いもの産地で植えるところから体験し
たことを、
子どもたち
が 覚えて
いてくれる
と嬉しいで
す」と話し
ました。

福祉施設へ古布を贈呈
ＪＡしまね出雲やすらぎ会朝山支部

　ＪＡしまね出雲やすらぎ会朝山支部は６月５日、地元
の高齢者福祉施設「ＪＡいずも福祉会みどりの郷出雲」
に古布を寄贈しました。同施設の中尾忠正施設長は「感
染予防等で日々使うものなのでありがたい」とお礼を述
べました。
　同支部の会員は３８人。会員の高齢化が進んでいます
が、毎月同施設を訪れ、掃除や施設で使う小物づくりを
行うなど、高齢者福祉活動に取り組んでいます。今回
は、介護の現場で活用してもらおうと支部の会員から古
着やタオルなどを集めました。
　同支部の伊藤晶子幹事は「一番お役に立てるタイミン
グを考えながら、今後も実施していきたいと思います」
と話しました。

デラウェアを贈る日野支部長伊藤幹事（右手前）が中尾施設長に手渡した

強盗対応訓練をする職員「西浜いも」の苗を植える園児たち

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず



　農事組合法人園営農組合では、毎回作業前に安全対策
の一環でラジオ体操を行っています。６月２１日には西
園町の同組合倉庫前で、組合員８人がラジオ体操をして
から草刈り作業に向かいました。
　同組合は、平成２９年１月に任意組合から法人化。現
在組合員数は１３５人で、約４０ヘクタールで水稲、
麦、そば、ブロッコリーの栽培をしています。ラジオ体
操は昨年から開始。作業時はヘルメットの着用を基本と
するなど、作業者の安全管理に気を配っています。
　同組合の梶谷実組合長は「安全対策として実施してい
るが、毎回揃ってラジオ体操をすることでチームワーク
も良くなったように思う」と効果を実感していました。

15

地元産ＰＲで生産者意欲向上
第８回稗原マルシェ開催

　軽トラ市で地元の農産物を販売し魅力を伝える「第８
回稗原マルシェ」が７月７日、稗原町の稗原交流セン
ターで開かれました。同地区内の１１自治会が出店し、
旬の野菜のほか、地元産の卵を使ったプリンや、古代米
の黒米など、地域の特色を活かした商品が多数並びまし
た。ＪＡしまね出雲女性部稗原支部による農家レストラ
ンも開かれ、地区内外から大勢の人が訪れました。
　軽トラ市には島根大学生も出店し、地元産小豆を使っ
たどら焼き「ひえどら」と、手作りコンニャクを販売。農
家レストランのメニュー作りにも協力しました。学生た
ちは第２回から参加し、地域住民と交流を図っていま
す。当日は学生７人が参加しました。
　稗原マルシェ実行委員会の塩野一男委員長は「地区外
からも多く
の人が来て
くれている。
稗原のイベ
ントとして
定着してき
たように思
う」と話し
ました。

女性部乙立支部「手話サークル にじ」
松江ろう学校を視察

安全対策でラジオ体操
園営農組合

　ＪＡしまね出雲女性部乙立支部の「手話サークル　に
じ」の１１人が６月２５日、松江市の島根県立松江ろう
学校を視察しました。聴覚障がいを持つ子どもたちの教
育現場を知り、理解を深めようと企画。幼稚部、小学部
などの授業を見学したほか、地域の難聴児童、生徒への
支援体制、施設の安全対策等についても学びました。
　小学部の音楽の授業では、児童と一緒に手話歌で「友
だちはいいもんだ」などを歌い交流。幼稚部では、幼児
が家や学校での体験を話しながら言語力を身につける授
業を見学しました。文字言語が聴覚障がいのある子ども
たちにとっていかに重要で、どのように学んでいるか、
同校の福島朗博校長先生から話を聞きました。
　参加した部員は「手話をしっかり身につけ、交流した
皆さんともっ
とお話した
い」「自分た
ちにできるこ
とがあれば、
それに向けて
勉強したい」
と気持ちを新
たにしていま
した。

ささ巻き作りで伝統行事つなぐ
ＪＡしまね出雲女性部高浜支部
　ＪＡしまね出雲女性部高浜支部は６月８日、ＪＡしま
ね高浜支店倉庫でささ巻きを作りました。季節の伝統行
事を継承しようと１５年ほど前から続けている恒例のイ
ベントです。支部の部員から参加者を募り、親子を含め
約２０人が参加。約２５０本のささ巻きと約１５０個の三
角ちまきを作りました。以前から参加している児童も多
く、女性部員に教わりながら作り方を思い出していまし
た。
　同支部の錦織文子支部長は「若いお母さんたちの参加
もあり、子どもたちも興味を示してくれる。次の世代に
も伝えていってもらいたい」と話しました。

児童にささ巻きの作り方を教える女性部員ら作業を前に体操する組合員

自治会ごとに軽トラ市を出店小学部では一緒に手話歌を歌い交流

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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　これまでも分煙化や禁煙化が自主的な取組やマナーとして行われてきましたが、これから
は、健康増進法により、すべての施設で「望まない受動喫煙を防止」するための禁煙措置等
の対策が義務化されます。

健康ライフかわら版
法律により「望まない受動喫煙の防止」対策が義務化

お問い合わせ先　出雲保健所 健康増進課 ☎２１－8785

 たばこの煙に含まれる有害物質は、喫煙者だけでなく受動喫煙にさらされる者
にも深刻な健康被害を与えます。
　加熱式たばこも受動喫煙防止の対象となっています。

なぜ、受動喫煙防止が義務化？

　禁煙サポート手帳「まめなくんの禁煙手帳」の活用や健康保険が適用される医療機関での禁煙治療などがお
薦めです。関心のある方は、島根県のホームページを検索又は出雲保健所までご連絡ください。　　　

これを機にたばこを止めませんか

　学校や病院、行政機関等の第一種施設では、すでに７月１日から敷地内禁煙が始まっています。
　その他の施設（事務所、飲食店、ホテル等の第二種施設）やバス、タクシー、鉄道車両等は、来年４月１日から
屋内禁煙となり、標識のある喫煙室以外では、喫煙することができなくなります。
　例外として喫煙室を設ける場合も、①たばこの煙が喫煙禁止場所に流出しないよう技術的基準に適合した室
にし、「喫煙場所・２０歳未満立入禁止」の標識を掲示して、喫煙室に２０歳未満の者を立ち入らせないようにし
なければなりません。
　施設管理者は、喫煙禁止場所に灰皿等を設置できなくなり、設置したままでいると罰則の適用があります。

いつから、どんな内容？

島根県　禁煙支援

　大社町で水稲を栽培する安達真人さんが６月３日、市
内の水田１８アールで、ＪＡしまね出雲地区本部の職員
らと鉄コーティング種子のドローン直播を行いました。
空撮などを行う「ＳＫＹ　ＦＩＥＬＤＳ（スカイフィー
ルド）」の祝部良浩代表がドローンを操縦し、乾もみ重
量にして約１０キロ分を播きました。
　ぬかるんでいて田植え機の使用が困難な水田で試験的
に行ったものです。安達さんは「ドローン直播ができれ
ば田植え機が入れない場所でも米が作れる。作業も手軽
だと感じた」と話しました。

　同地区本部では平成２０年から鉄コーティング直播を
推進し、平成３０年は直播面積４８.５ヘクタールと
なっていますが、ドローンでの直播は管内で初めてで
す。均一に播くため縦横に往復するなど試行錯誤し、約
３０分（種子補給２回）で播き終えました。その後、施
肥、除草剤散布もドローンで行いました。
　立ち会った同地区本部総合指導課職員は「施肥はド
ローンでは時間がかかりそうだが、播種、除草剤散布は
短時間でできた。流し込み施肥などで対応すればトータ
ルでの省力化につなげられそうだ」と話しました。
　今後は同課で苗立率、生育の調査等を行う予定です。

鉄コーティング種子をドローン直播
省力化へ管内初の試み

播種から約１ヵ月後、発芽は良好で順調に生育している

ドローンを操縦し鉄コーティング種子を播く祝部さん

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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出雲地区本部

7月28日
9：00～15：00

※品切れの場合は他の粗品に
 変えさせていただきます。

ローンに関するご相談をいただいた方には

　平素よりJA LPガスをご利用いただき、ありがとう
ございます。
　JAしまね出雲地区本部ガスセンターでは、４年以内
に１度、法令に基づいた消費設備の点検・調査を行っ
ております。
　下記の予定で、調査の委託をしている島根県中央
ＬＰガス保安センター協同組合の職員が伺いますの
で、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　供給設備・消費設備のガス漏れ
の有無などの点検を行うことです。
　４年以内に１回、安全のために実施すること
が法律で義務付けられております。
　尚、この点検・調査は無料です。料金が発生
することはございません。

事前にご予約いただきますと、待ち時間なくスムーズにご相談いただけます。

休日ローン相談会 開催会場

※品切れの場合は他の粗品に
 変えさせていただきます。

ロ ンに関するご相談をいただいた方には

休日 相談会 開催会場休日 相談会会 開催会場

「よりぞうトートバッグ」を
  プレゼントします！

令和元年度
LPガス設備調査点検のお知らせ

出 雲 支 店
高 浜 支 店
有 原 支 店
平田中央支店
高 松 支 店
湖 陵 支 店
佐 田 支 店

２１－６０３１
２１－０５２３
２２－３３２０
６３－３６５０
２１－０６１０
４３－２２３１
８４－０２１２

ＴＥＬ支　店

上塩冶地区　川跡地区 
平田地区　上塩冶地区
川跡地区　稗原地区
平田地区　上塩冶地区　稗原地区

７月

８月

９月

地　区月

LPガス設備調査点検とは

日

令和２年度 介護・看護・作業療法士職員採用募集
　ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、令和２年度４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（☎0853-31-4080）
までお問い合わせ下さい。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書類締切日
書類提出先
選 考 方 法

試 験 期 日

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

尚、4月採用職員以外にも随時採用募集を行っておりますので、お問い合わせください。

介護職員若干名、看護職員・作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる地域
づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学を卒業または卒業見込の方。
　短大、専修学校、高校を卒業または卒業見込の方。
②介護職員は、資格・経験は不問。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格を有す
る方。

　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
令和元年８月３０日（金）
ＪＡいずも福祉会 本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：令和元年９月２１日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施
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大津支部「軽体操教室」

　ＪＡしまね出雲女性部大津支部の「軽体操教室」は、月
１回、第１月曜日にＪＡ大津支店２階の和室で活動していま
す。メンバーは６０代から７０代の１２人。家の光記事で紹介
される介護予防体操などの影響を受け、平成２６年に始ま
りました。
　ストレッチから始まり、ボールを使った運動や脳トレなど、
講師の先生に指導を
受けながら健康維持に
役立つ運動をしていま
す。体を動かした後は、
先生に健康の悩みなど
を相談し、効果的な運
動などを教えてもらうこ
ともあります。

　鳶巣コミュニティセンターで５月２５日、地域の親子活動
として大豆の種まき体験が行われ、ＪＡ中部営農センター
と、ＪＡしまね出雲女性部鳶巣支部が協力しました。親子
連れを含む２６人が参加。営農センター職員から大豆の生
育・植え方について説明を聞いた後、鳶巣地区の皆さんの
協力で整備された畑に約２０センチ間隔で大豆を植えまし
た。終了後には地区の皆さんが自家製のみそで作ったみそ
汁も振舞われました。
　この体験は、今年２月に行った親子でのみそ作り教室で
「大豆から育ててみそを作りたい」という声があったのをきっ
かけに実施されたものです。今後は地区の皆さんの協力を
得ながら草取りや土寄せを行い、収穫する大豆は豆腐作
りやみそ作りに使う予定です。
　参加者は「暑くて大変でしたが、収穫が楽しみです」と
感想を話しました。

活動
紹介

大豆を植える参加者

鳶巣地区で大豆の種まき体験
ＪＡと女性部鳶巣支部が協力

家の光協会おすすめ図書のご紹介
家庭料理

ご注文方法 ご注文はお近くのＪＡしまね出雲地区本部各支店窓口までお申込ください。

漬ける、干す、蒸すで上手に使いきる

按田優子 著　定価（税込）1,512円 しらいのりこ 著　定価（税込）1,080円

食べつなぐレシピ
水餃子で人気の「按田
餃子」店主直伝、食材
を上手に保存してムダ
なく“食べつなぐ”アイ
デアレシピ。お金をか
けなくても、食材を漬
ける、干す、蒸すなど
のちょっとしたひと手
間でおいしいものが食
べられる！

家庭料理 介護・福祉・高齢者
パラパラじゃなくていい！
最高のチャーハン50

油控えめでうまみ調味
料不使用のヘルシー
チャーハンを50レシ
ピ紹介。定番からごち
そう、糖質オフまで、
毎日食べてもあきない
ラインナップ。パラパ
ラじゃなくても、間違
いなくおいしいチャー
ハンが作れる！

料理
なにしろ、

栄養バランスを考えた冷凍おかずの詰め合わせ

金子文恵 著
定価（税込）1,404円

親のごはんが気になるもので。

遠距離介護を続ける著
者の実体験から生まれ
た親ごはん。主菜と副菜
を1食分ずつ詰め合わせ
た「冷凍おかずセット」
は、栄養バランスはもち
ろん解凍してもおいしく
て柔らかいなど高齢者に
食べやすい工夫が満載。

　女性部員が高齢化しつつある中、健康で長生き
するために楽しみながら和気あいあいと活動して
おり、いろいろな活動の合間にこの体操を取り入れ
たりして皆さんに喜ばれています。今後ますます仲
間が増えることを願っています。

グループの皆さんからのメッセージ
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　ＪＡしまね出雲地区本部は６月１２日、いずもＪＡ女子大学６月講座「ブ
ロッコリー収穫＆調理実習」を開きました。女子大学生１２人が参加。収穫
体験と調理実習を通して、ちょうど春作が出荷最盛期を迎えていたブロッ
コリーについて学びました。
　収穫体験はＪＡしまね出雲ブロッコリー部会の山根和子さんの圃場で
実施。女子大学生たちは、山根さんから収穫の仕方について説明を受けた
後、包丁を使って大きく育ったブロッコリーを収穫しました。
　調理実習は「ふれあいの家平田 さつき」で行い、「ブロッコリーソースのパス
タ」「ブロッコリーと肉団子のスープ」「ブロッコリー・トマトのナッツサラダ」の３
品を作りました。採れたてのブロッコ
リーを使った料理を試食しながら、山根
さんやＪＡ東部営農センターの職員から
出雲の特産「かあちゃんブロッコリー」の
話を聞き、充実した講座になりました。
　参加した女子大学生は「シャキッと
採れるブロッコリーに感動した」「ブ
ロッコリー料理のレパートリーが増え
て嬉しい」などと感想を話しました。

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さんの生活文化活
動をサポートするとともに、JA組織活動の活性化を図ることを
目的に、生活文化協力員を管内の各ブロックに配置しています。
　生活文化協力員は、定期的に開催する会議・研修会に参加し、
JA生活指導員と連携をとりながら、各地区で行う料理教室や加
工品作りなどの講師としてＪＡ女性部のグループ活動に参加して
います。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健康診断等にも積極
的に協力するなど幅広い分野で活動しています。
　５月２７日には、令和元年度生活文化協力員の委嘱状交付式
を「ふれあいの家出雲 縁」で行い、各ブロックから１４人を選任

しました。平成３０年
度には４４１件の活
動をしており、今後
も生活文化活動がよ
り充実したものとな
るよう活動していき
ます。

「ブロッコリー収穫＆調理実習」

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員
令和元年度 ＪＡしまね出雲地区本部

生活文化協力員

6月講座

ブロッコリーを収穫する女子大学生たち

料理にはブロッコリーをふんだんに使用 ブロッコリーずくめの料理

園山　紀子
矢田　絹子
長谷川博美
湯浅万里子
山形　由紀
山崎　智子
園山　幸美
角森　希美
横田　紀子
森山都代子
石飛　通子
高山　恭子
飯塚　恵理
横山　良子

（敬称略）

中部ブロック

東部ブロック

西部ブロック

河南ブロック

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名



wai-wai IZUMO

IZUMOIZUMO

20

あなたの俳句・川柳を
募集します

◆
応
募
方
法

評

者

選

　

小
学
校
か
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
か
学
習
発
表
会
か
、
お
母
さ
ん
か
お
祖

母
さ
ん
か
が
校
舎
前
で
自
分
の
洋
服
の
丈
を
気
に
し
て
お
ら
れ
る
。
気
持
ち
が

よ
く
出
て
い
る
。

❖ 

月
間
優
秀
賞

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

俳
句
の
広
場

選
者

安
食 

彰
彦
先
生

　湖陵町畑村地区の「畑村梅の会」は、休耕田に梅を植え、
農地の荒廃を防ごうと平成１７年に設立されました。現在地区
内の約１０戸で活動し、梅の管理や加工、大豆、水稲の栽培な
どを行うほか、地域の名所「なならの滝」の周辺整備などの地
域貢献活動も行っています。
　毎年１２月には収穫祭が開かれ、蕎麦や餅、梅の加工品、農
産物、猪肉汁など地元の産品が並ぶほか、さまざまな催し物で
賑わいます。収穫祭に合わせて地域を彩るたくさんの案山子も
名物の一つです。
　収穫祭は平成２４年に始まり今年で８回目を迎えます。多く
の人に来てもらおうと魅力づくりに努め、今では地区内外から
４００～５００人が訪れる一大イベントに発展しました。地元中
学生や、地区外からもボランティアが訪れ協力しています。
　また、植えられた梅の木
を活用し、収穫体験も受付
けています。６月１１日には、
出雲サンサン保育園の園
児たちが体験に訪れ、梅を
収穫しながら梅の会の会
員たちと交流しました。

出雲市湖陵町

坂根　祥治さん会長畑村梅の会

●坂根会長から一言
　「畑村梅の会」では、畑村地区が「住みたい」「帰っ
て来たい」と思えるような魅力ある場所になるよう、地
域の活性化に努めています。活動を通して地区内外の
いろいろな方との繋がりができました。活動に協力して
いただける方も募集していますので、興味のある方はぜ
ひ声をかけてください。

高
松
町
矢
田　

恵
美
子

麦
の
秋
君
住
む
街
の
無
人
駅

東
園
町
加
地　

良
子

夏
服
の
丈
を
気
に
し
て
校
舎
前

稲
岡
町
小
豆
澤　

典
子

二
重
虹
鳶
ヶ
巣
城
址
つ
つ
み
け
り

大
社
町
祝
部　

富
美
子

散
歩
道
歩
む
八
十
路
の
影
二
つ

俳
句
ま
た
は
川
柳
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

８
月
号
掲
載
分
の
川
柳
の
応
募
〆
切
は

７
月
31
日
㈬
必
着
で
す
。

※
９
月
号
掲
載
分
の
俳
句
の
応
募
〆
切
は

８
月
30
日
㈮
必
着
で
す
。

※

お
一
人
様
そ
れ
ぞ
れ
３
句
ま
で
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。。

◆
あ
て
先

※

応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

※

月
間
最
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
３
，０
０
０
円
分
、月
間
優
秀
賞

に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
１
，０
０
０
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
地
区
名
、氏
名（
ま
た
は
雅
号
）を
掲
載
し
ま
す
。

〒
６
９
３ － 

８
５
８
５ 

出
雲
市
今
市
町
１
０
６ －

 

１

  

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部「
俳
句
の
広
場
」係 

ま
た
は

  「
川
柳
の
広
場
」
係　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ：
２
１ －

 

６
２
４
９
）
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読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」
「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ちし
ています。

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

読者の
ページ

（匿名希望の方は明記してください）

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！
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●
昨
年
か
ら
ぶ
ど
う
の
選
果
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で

何
気
な
く
食
べ
て
い
た
ぶ
ど
う
。
こ
ん

な
に
手
が
か
か
っ
て
い
る
ん
だ
と
初
め

て
知
り
、
さ
ら
に
島
根
ぶ
ど
う
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
先
月
号
の
「
こ
ろ

こ
ろ
ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
」
は
、
ぜ
ひ
子
ど

も
と
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
す
。

（
駅
南
町 

の
ん
ち
ゃ
ん 

さ
ん
）

JA
…
生
産
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
と
、

同
じ
ぶ
ど
う
で
も
見
方
が
違
っ
て
き
ま

す
よ
ね
。
私
も
取
材
で
生
産
者
の
方
か

ら
よ
く
お
話
を
伺
い
ま
す
が
、
苦
労
や

こ
だ
わ
り
、
喜
び
を
聞
く
と
、
い
ろ
い

ろ
な
農
産
物
が
よ
り
一
層
好
き
に
な
り

ま
す
。

●
出
雲
で
パ
プ
リ
カ
が
栽
培
・
出
荷
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
ね
。

（
乙
立
町

Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

JA
…
出
雲
の
パ
プ

リ
カ
を
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
注
目
く
だ
さ

い
ま
せ
！
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
出
雲

の
特
産
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●「
ち
び
っ
こ
農
業
交
流
ス
ク
ー
ル
」
は
、

食
農
教
育
を
通
し
て
農
業
に
興
味
を
持

つ
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
施

策
と
し
て
と
て
も
重
要
と
思
い
ま
す
。
孫

も
昨
年
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年

も
申
し
込
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
の

家
庭
菜
園
で
も
で
き
る
限
り
、
作
物
の

名
前
、
生
育
の
状
態
等
教
え
て
い
ま
す
。

（
多
伎
町 
Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

JA
…
家
の
畑
で
作
物
の
名
前
や
生
育
を

教
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
ね
。
「
ち
び
っ
こ
農
業
交

流
ス
ク
ー
ル
」
も
開
催
間
近
で
す
。
農

家
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
農

作
業
体
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
先
月
号
で
安
来
市
の
み
ょ
う
が
と
大

社
町
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
興
味
深

く
拝
読
し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
み
ご

苦
労
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
で
若
手
生
産
者
も
増
え
て

い
る
こ
と
は
心
強
く
思
い
ま
す
。
「
産

地
活
性
化
」
へ
、
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。（大

社
町 

Ｈ
・
Ｎ
さ
ん
）

●
み
ょ
う
が
の
生
産
に
取
り
組
ま
れ
る

湯
浅
さ
ん
の
記
事
で
、
情
熱
を
そ
そ
ぎ

研
究
さ
れ
て
い
る
姿
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
大
好
き
な
み
ょ
う
が
に
早
く
も
食

欲
が
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

（
中
野
美
保
南 

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
）

JA
…
生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
く

だ
さ
っ
た
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
！
今
月
は
出
雲
の
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
「
ス
サ
ノ
オ
メ
ロ

ン
」
を
特
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

●「
健
康
散
歩
」
コ
ー
ナ
ー
を
い
つ
も

楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
腸

活
。
腸
内
環
境
を
整
え
る
た
め
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
食
中
毒
に

気
を
つ
け
て
今
年
の
夏
も
乗
り
切
り
た

い
で
す
。

（
大
社
町 

Ｇ
・
Ｙ
さ
ん
）

JA
…
食
中
毒
と
い
う
と
食
べ
物
だ
け
が

原
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分

の
免
疫
を
高
め
る
こ
と
も
予
防
に
な
る

と
の
こ
と
。
今
年
の
夏
が
ど
の
よ
う
な

暑
さ
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
体
調
を
整
え
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

店舗統廃合のお知らせ
　令和元年７月１３日を以って、今市支店は出雲支店と統合し業務を終了い
たしました。
　永きに亘り皆様からご愛顧いただきましたこと、厚くお礼申し上げます。
　これよりは、業務を引き継ぎいたしました出雲支店に対し変わらぬご愛顧
をいただきますようお願い申し上げます。
　なお、旧今市支店のキャッシュコーナーはそのまま営業いたしますので、引き続きご利用
ください。
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農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　下記の回収処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を行います。持ち込み
を希望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要です。最寄りの各営農センター
へ、お受け取りにお越しくださいますよう、よろしくお願い致します。尚、「産業廃棄物運搬車表
示」は紙に手書きしたものでも構いませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセンターに２枚
１組１,２９６円（税込）で販売しておりますので、ぜひご利用ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※塩ビパイプ管　※金属類

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税抜 ５３円 （税込５７円）
代金決済：営農口座より　令和元年９月２５日引き落とし

４.処理代金に
 　ついて

今回の回収にかかる処理料金は、産業廃棄物の処理料金が高騰しているため、前年と比
べて値上がりとなっております。１０月以降は新税率の適用となります。また、情勢の変
化により価格が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

地区名 回収場所 回収日
桧山・久多美・灘分・平田
伊野・平田東・西田・国富
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・荒茅・園・大社・遙堪・荒木
乙立・朝山・稗原・佐田
上津・大津・塩冶・今市
四絡・高浜・川跡・鳶巣

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２４日（水）

７月３０日（火）
８月　１日（木）

８月　７日（水）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可の物

生産資材課からのお知らせ
草取りらく砂

グリーンセンター各店舗にて取り扱い致しております。
お問い合わせは下記まで。

●1袋：10ℓ入
　　　（W40㎝×H50㎝）
●草取りらく砂：約13.5㎏
●荒　　　　目：約12.0㎏

天然原料にこだわり、
ほぼ100％天然原料を使用。

グリーンセンター 出 雲 店 ☎21-6048
グリーンセンター 大 社 店 ☎53-3939
グリーンセンター ひらた店 ☎63-3662
グリーンセンター 南　　店 ☎25-0650
●営業時間／午前8：30～午後6：00

※再生原料未使用

のご紹介

あわせて、【草刈作業応援企画】としまし
て、チップソー下

取りセールを７月末まで開催しています
。グリーンセンター

にてチップソーをご購入の際に、使用
済みチップソーをご

持参いただきますと300円引きにてご提供させていた
だ

いております。この機会にぜひご利
用ください。

あわせ

日本製

１.回収処分計画表
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　６月２４日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

出雲地区本部理事会報告

〈協議事項〉
　⑴出雲地区本部管内乾燥調製施設の消費税変更に伴う利用料金等の変更及びカントリーエレベー

ターもみ取扱要項・乾燥籾取扱要項の一部変更について
　　消費税の変更にあわせ、令和元年１０月１日荷受分より利用料の変更を実施いたします。
　⑵大口貸出金の承認について
　⑶子会社の令和元年度事業方針について
〈報告事項〉
　⑴平田カントリー籾摺り調整装置・出荷軽量設備更新工事の実施について
　　設備機器の老朽化のため能力低下が顕著であること等により、設備の更新を行います。
　⑵年金受給者の集い・ゆとり会歌謡ショーの開催について
　　今年は、１０月８日・９日の２日間、ＪＡしまね統合５年出雲地区本部謝恩企画としまして、「丘みどりコ

ンサート」を企画しました。
　⑶平成３０年度員外利用率について
　⑷令和元年5月末事業実績について
　⑸子会社・関連会社役員について
　⑹延滞未収金の管理・回収の徹底について
　⑺子会社および子法人、関連法人等の決算報告について
　⑻日本農業新聞の購読推進について
　　平均購読数１,２７０部を目指し普及運動を行います。日本農業新聞は、組合員農家と農業の利益を守

る世論づくりを目指すとともに、農業にかかわる各分野の幅広い情報を報道するＪＡの総合機関紙・
農業専門誌です。是非この機会にご購読をお願いします。

JAしまね統合五年 出雲地区本部 謝恩企画

丘 

み
ど
り

コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
9

演
魅
Vol.2

出雲地区本部にて年金振込口座を指定いただいている方のみご参加いただけます。

※出雲地区以外の地区には、送迎バスをご用意しております。
※自家用車でご来場の際には、駐車場に限りがありますのでご了承願います。
※参加者多数の場合には、日程を変更する場合があります。また、ご希望にそえない場合も
ありますのでご了承願います。
※会場の都合により、お食事（お弁当）の準備はしておりません。

負担金：お一人様／2,000円
区本部に 年金振込口座を指定 ただ る方 みご参加 ただけます

出雲市民会館 大ホール場所

令和元年

10月8日火《昼の部》開場13：30  開演14：00
《夜の部》開場17：30  開演18：00

10月9日水《午前の部:ゆとり会》開場10：30  開演11：00
《午後の部》　 　開場14：30  開演15：00

2日間4ステージ

開催日 対象支店

10月8日㈫

10月9日㈬

上津・四絡・高浜・川跡・平田中央・灘分
国富・西田・平田東

ゆとり会

朝山・稗原・佐田・多伎・湖陵・大社
荒木・遙堪

昼の部

夜の部

午前
の部

高松・荒茅・園・神西・神戸川・大津・塩冶
出雲・市役所・有原

午後
の部
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TEL.0853-30-7770〈はまやま店〉
TEL.0853-21-6062〈本店ギフトコーナー〉

TEL.0853-22-3733〈みなみ店〉
TEL.0853-63-7300〈ひ ら た 店〉

ラピタ各店お問い合わせ先
〈佐 田 店〉TEL.0853-84-0262

TEL.0853-43-3535〈湖 陵 店〉
TEL.0853-86-2444〈多 伎 店〉

〈大 社 店〉TEL.0853-53-2800
※2,500円（税込）以上のギフト商品に限ります。 ※　　　　  は別途承ります。

7月25日（木）～28日（日）
お中元スペシャルデーお中元スペシャルデー

通常料金より

半額
中国

関西・九州
四国

関東・信越 東北・北海道
沖縄

中部・北陸

350円

通常料金

令和元年 ゆうパック中元特別運賃（8月18日㈰まで）
（
税
込
）

600円（税込
）

800円（税込
）

750円（税込
）送料

島根和牛

新日本食品
しまね和牛
肩ロースすき焼

受付番号 13

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

島根県産
和牛肉肩ロース
焼肉用

受付番号 14

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●5００ｇ

神西湖しじみ

※冷凍でのお届けになります。

神西湖産
大和しじみ （冷凍）

受付番号 15

4,900円
〈税込価格5,292円〉

本体
価格

●1.5㎏

送料込

出雲ハム

新日本食品
ハムギフト 
I-02

受付番号 16

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャイン
マスカット

受付番号 01

2,800円
〈税込価格3,024円〉

本体
価格

●1房入1箱（700g見当）

島根県産
シャイン
マスカット

受付番号 02

●2房入1箱（1㎏見当）

発送期間 7月下旬より8月6日まで

5,500円
〈税込価格5,940円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャイン
マスカット 
縁の恵

受付番号 03

7,500円
〈税込価格8,100円〉

本体
価格

島根県産
シャイン
マスカット

受付番号 04

6,000円
〈税込価格6,480円〉

本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで

● 2㎏

発送期間 7月中旬より8月6日まで

山梨県産
もも

受付番号 05

5,000円
〈税込価格5,400円〉

本体
価格

●2㎏箱（糖度13度以上）

発送期間 7月上旬より8月6日まで

佐賀県産 
ハウスミカン

受付番号 06

2,000円
〈税込価格2,160円〉

本体
価格

●1㎏箱

発送期間 8月1日より8月6日まで

島根県産 
ピオーネ

受付番号 07

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●2房入1箱

発送期間 8月1日より8月6日まで

島根県産 
太陽プラム

受付番号 08

3,000円
〈税込価格3,240円〉

本体
価格

●8個入1箱

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン1玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 09

5,000円〈税込価格5,400円〉本体
価格

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
シャインマスカット2房・
ピオーネ1房 詰め合わせ

受付番号 11

5,000円〈税込価格5,400円〉本体
価格

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

〈税込価格5,940円〉

山梨県産もも5玉・
島根県産
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 12

5,500円本体
価格

発送期間 7月下旬より8月6日まで発送期間 7月下旬より8月6日まで

島根県産
アールスメロン2玉・
シャインマスカット1房
詰め合わせ

受付番号 10

7,500円〈税込価格8,100円〉本体
価格

ふるさとのなつかしい
島根の味を届けます。 18日まで8/

セール期間
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■場所／ラピタ各店
■仕事内容／各部門での商品加工・品出し・
　　　　　　レジ業務など
■期間／8月上旬から下旬までの5～20日間程度
　　　　（各部門・業務により異なります）
■時給／764円
■応募方法／各店サービスカウンターへ
                  ご応募またはお電話にて

募
集
内
容

ラピタ短期 アルバイト募集！！

梨ギフト
ラピタの

二十世紀梨

新甘泉

お申し込みはラピタ本店・各店で

送料お届け
期間

8月下旬頃～
　9月下旬頃

承り順に発送して参りますが、産地での梨の生育状況、サイズ、重量により発送が前後する場合があります。（期日指定は出来ませんのでご了承ください。）

全国発送承ります
7月末までは

全国一律全国一律
送料

300円無料 （税込）
承り
期間

ご注文日 8月19日㈪ごろまで
8月20日㈫～
初出荷まで

9月1日㈰
以降

お届け
目安

初出荷より
随時発送

9月5日㈭
ごろの発送

9月10日㈫
前後の発送

※ラピタにてご注文された梨（進物用）に限らせていただきます。
※お届けの期日は指定できませんのでご了承ください。※クロネコヤマトでの発送となります。

送料 1
箱

8月1日（木）～

本広報誌をご持参の方に

28日日7月
■開催時間
11：00～ 14：00～
〈2回公演〉
■開催場所
本店1階センターコート

©2018 石森プロ・テレビ朝日・ADK・東映




